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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の発光素子をダイボンディングにより直線
上に整列配置したライン光源用発光装置であって、整列
方向の光強度の変動が少ない発光装置を提供する。
【解決手段】基板１と、基板の上に形成された第１の金
属膜３と、下面に第２の金属膜が形成され、平面視した
形状が４角形であり、直線上に間隔ｄ１で並んで配置さ
れている複数の発光素子７と、第１の金属膜と第２の金
属膜との間に介在し、第１の金属膜と第２の金属膜とを
固定するダイボンド部材と、を含み、複数の発光素子そ
れぞれの４角形の１つの対角線が直線上に整列し、直線
上に配置された複数の発光素子のうち一方の端部に位置
する発光素子と基板の端部との間の距離ＤＬおよび直線
上に配置された複数の発光素子のうち他方の端部に位置
する発光素子と基板の端部との距離ＤＲの少なくとも一
方が間隔ｄ１の半分以下である。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の上に形成された第１の金属膜と、
　下面に第２の金属膜が形成され、平面視した形状が４角形であり、直線上に間隔ｄ１で
並んで配置されている複数の発光素子と、
　前記第１の金属膜と前記第２の金属膜との間に介在し、前記第１の金属膜と前記第２の
金属膜とを固定するダイボンド部材と、
を含み、
　前記複数の発光素子それぞれの前記４角形の１つの対角線が前記直線上に整列し、
　該直線上に配置された前記複数の発光素子のうち一方の端部に位置する発光素子と前記
基板の端部との間の距離ＤＬおよび該直線上に配置された前記複数の発光素子のうち他方
の端部に位置する発光素子と前記基板の端部との距離ＤＲの少なくとも一方が前記間隔ｄ

１の半分以下であることを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　前記距離ＤＬおよび前記距離ＤＲの両方が、前記間隔ｄ１の半分以下であることを特徴
とする請求項１に記載の発光装置。
【請求項３】
　前記基板が、前記複数の発光素子それぞれの前記４角形の各辺の外側に隣接して配置さ
れ前記ダイボンド部材に対する濡れ性が前記第１の金属膜よりも低い低濡れ性領域を有す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記低濡れ性領域が、前記基板の前記第１の金属膜が形成されていない部分であること
を特徴とする請求項３に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記第１の金属膜が複数個に分割され、それぞれに、前記発光素子が配置されているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記第１の金属膜が基板の表面の一部に形成され、第３の金属膜が前記表面の別の一部
に形成され、前記複数の発光素子が、それぞれ、前記第３の金属膜と電気的に接続されて
いることを特徴とする請求項３に記載の発光装置。
【請求項７】
　１つの前記低濡れ性領域が、前記発光素子の前記４角形形状の２つ以上の辺の外側に隣
接することを特徴とする請求項３に記載の発光装置。
【請求項８】
　１つの前記低濡れ性領域が、前記発光素子の前記４角形形状の４辺全ての外側に隣接す
ることを特徴とする請求項３に記載の発光装置。
【請求項９】
　それぞれの４角形形状の１つの対角線が、第１の直線上に整列している複数の第１の発
光素子と、
　それぞれの４角形形状の１つの対角線が、第２の直線上に整列している複数の第２の発
光素子と、
を有し、
　１）前記第１の直線上に配置された複数の前記第１の発光素子のうち一方の端部に位置
する第１の発光素子と前記基板の端部との間の距離ＤＬおよび前記第１の直線上に配置さ
れた複数の前記第１の発光素子のうち他方の端部に位置する第１の発光素子と前記基板の
端部との距離ＤＲの少なくとも一方が前記間隔ｄ１の半分以下であること、および
　２）前記第２の直線上に配置された複数の前記第２の発光素子のうち一方の端部に位置
する第２の発光素子と前記基板の端部との間の距離ＤＬおよび前記第２の直線上に配置さ
れた複数の前記第２の発光素子のうち他方の端部に位置する第２の発光素子と前記基板の
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端部との距離ＤＲの少なくとも一方が前記間隔ｄ１の半分以下であること、の少なくとも
一方を満足することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記第１の直線上に配置された複数の前記第１の発光素子のうち前記一方の端部に位置
する発光素子と前記基板の端部との間の距離ＤＬが前記間隔ｄ１の半分以下であり、
　前記第２の直線上に配置された複数の前記第２の発光素子のうち前記他方の端部に位置
する発光素子と前記基板の端部との間の距離ＤＲが前記間隔ｄ１の半分以下であることを
特徴とする請求項９に記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記第１の直線上に配置された複数の前記第１の発光素子のうち一方の端部に位置する
第１の発光素子と前記基板の端部との間の距離ＤＬおよび前記第１の直線上に配置された
複数の前記第１の発光素子のうち他方の端部に位置する第１の発光素子と前記基板の端部
との距離ＤＲの両方が前記間隔ｄ１の半分以下であることを特徴とする請求項９に記載の
発光装置。
【請求項１２】
　前記基板が、前記複数の第１の発光素子および前記複数の第２の発光素子それぞれの前
記４角形の各辺の外側に隣接して配置され前記ダイボンド部材に対する濡れ性が前記第１
の金属膜よりも低い低濡れ性領域を有し、
　前記複数の第１の発光素子のそれぞれの４角形形状の各辺の外側に隣接して配置された
複数の前記低濡れ性領域の一部が、前記第２の発光素子の４角形形状に一辺の外側にも隣
接していることを特徴する請求項９～１１のいずれか１項に記載の発光装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ライン光源用発光装置、とりわけダイボンディングにより固定した複数の発
光素子を直線上に配置したライン光源用発光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スキャナ、インク硬化、パネル貼り合わせ等多くの分野で、１つの直線上に可視光また
は紫外光のような所望の波長の光を優先的に照射するライン光源が用いられている。従来
は、ライン光源用の発光装置として、比較的細長い発光体を容易に得られる放電管等を用
いた発光装置等が用いられていた。
　しかし、近年、高い発光効率および小型、軽量化に対する要望に対応するために、発光
ダイオードのような発光素子を１つの直線上に複数配置したライン光源用発光装置（以下
、単に「発光装置」という場合がある。）が用いられている。
　このような複数の発光素子を用いたライン光源用の発光装置では、より高い効率および
／またはより高い精度で１つの直線上に光を照射するために、複数の発光素子が一直線上
に高い精度で整列している「良好なアライメント」を得ることが重要となる。
【０００３】
　良好なアライメントセル方法として、例えば、特許文献１は、発光素子を載置するダイ
パッドの周辺に、発光素子をダイパッドに固定するダイボンド部材に対する濡れ性がダイ
パッドを形成する金属膜より低い、低濡れ性領域を形成し、セルフアライメントにより、
発光素子を整列させる方法が知られている。
【０００４】
　そして、このようなセルフアライメントを利用して、高い精度を得ている発光装置の例
として、図８に示す発光装置５００が知られている。
　発光装置５００では、基板１の上に形成した金属膜５０３は、ダイボンディングにより
発光素子７が所望の位置に固定されたときに、４角形形状の発光素子７の４辺（四角形の
４辺）それぞれの外側に隣接して位置するように低濡れ性領域５０９を有している。
【０００５】
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　すなわち、各々の発光素子７は、その４角形形状の４辺それぞれの外側近傍に低濡れ性
領域を有することから、各々の発光素子７は、その４角形形状の中心が図８のＡ１線上に
位置し、その４角形形状の対向する１組の辺がＡ１線と平行となるように、整列し、所望
の高精度のアライメントを得ることができる。
　そして、必要に応じて整列した複数の発光素子７の上部を延在するシリンドリカル凸レ
ンズのような光学素子を用いることで、発光装置５００はライン光源として機能する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１１７９００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、従来の発光装置５００は、発光素子７が整列している（アライメントしている
））Ａ１線上の光強度がＡ１線に沿って周期的に大きく低下するという問題を有している
。
　従来の発光装置５００は、図８からも判るように、Ａ１線上にそれぞれの発光素子７の
対向する１組の辺に隣接する低濡れ性５０９が配置されている。このため、Ａ１線上にお
いて、発光素子７同士の間隔を狭くすることができない。すなわち、発光装置５００では
、Ａ１線上において発光素子７同士の距離は、低濡れ性領域５０９の幅の２倍（低濡れ性
領域５０９が２つ配置できる幅）より大きくなる。このため、発光素子７が配置されてい
ないこの部分ではＡ１線上の光強度が低くなってしまう。
　また、多くの場合、低濡れ性領域５０９は、金属膜５０３はと比べて光の反射率がかな
り低い。低濡れ性領域５０９は、例えば、基板１において、金属膜５０３が形成されてお
らず、基板１が露出した部分のように、金属以外の材料により形成されることが多く、そ
の反射率は金属と比べて相当低い場合が多い。
　従って、Ａ１線上において、低濡れ性領域５０９の部分は光強度が更に低くなることが
多い。
【０００８】
　以上から判るように、Ａ１線上に沿って光強度を測定すると、発光素子７が載置されて
いない部分に対応する部分で周期的に光強度が低くなる。
【０００９】
　そこで、本願発明はこのような問題を低減するために為されたものである。すなわち、
複数の発光素子をダイボンディングにより直線上に整列配置したライン光源用発光装置で
あって、整列方向の光強度の変動が少ない発光装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願発明の態様の１つは、基板と、前記基板の上に形成された第１の金属膜と、下面に
第２の金属膜が形成され、平面視した形状が４角形であり、直線上に間隔ｄ１で並んで配
置されている複数の発光素子と、前記第１の金属膜と前記第２の金属膜との間に介在し、
前記第１の金属膜と前記第２の金属膜とを固定するダイボンド部材と、を含み、前記複数
の発光素子それぞれの前記４角形の１つの対角線が前記直線上に整列し、該直線上に配置
された前記複数の発光素子のうち一方の端部に位置する発光素子と前記基板の端部との間
の距離ＤＬおよび該直線上に配置された前記複数の発光素子のうち他方の端部に位置する
発光素子と前記基板の端部との距離ＤＲの少なくとも一方が前記間隔ｄ１の半分以下であ
ることを特徴とする発光装置である。
【発明の効果】
【００１１】
　本願発明により、複数の発光素子をダイボンディングにより直線上に整列配置したライ
ン光源用発光装置であって、整列方向の光強度の変動が少ない発光装置を提供することが
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可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、発光装置１００の平面図である。
【図２】図２は、発光装置１００の基板１と金属膜（第１の金属膜）３と低濡れ性領域９
の位置関係を示す平面図であり、図１に示す発光装置１００から発光素子７を除去した状
態の平面図に相当する。
【図３】図３は、発光装置１００Ａの平面図である。
【図４】図４は、発光装置１００Ｂの平面図である。
【図５】図５（ａ）は、発光装置１００において、発光素子を配置しようとする位置７Ａ
と低濡れ性領域９との位置関係を示す平面図である。図５（ｂ）は、好ましい低濡れ性領
域の配置の別の例を示す平面図である。
【図６】図６（ａ）は、好ましい低濡れ性領域の配置の更に別の例を示す平面図であり、
図６（ｂ）は、図６（ａ）に示す低濡れ性領域９Ｂを用いた発光装置１００Ｃの平面図で
ある。
【図７】図７（ａ）は、本発明の実施形態２に係る、低濡れ性領域９の配置を示す平面図
であり、図７（ｂ）は、図７（ａ）に示す低濡れ性領域９を用いた発光装置１００Ｄの平
面図である。
【図８】図８は、従来のライン光源用発光装置５００を示す平面図である。
【図９】図９は、本発明の実施形態３に係る発光装置１００Eの平面図である。
【図１０】図１０は、実施形態３の変形例１に係る発光装置１００Ｆの平面図である。
【図１１】図１１は、実施形態３の変形例２に係る発光装置１００Ｇの平面図である。
【図１２】図１２は、実施形態３の変形例３に係る発光装置１００Ｈの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、以下の説明では、必
要に応じて特定の方向や位置を示す用語（例えば、「上」、「下」、「右」、「左」及び
それらの用語を含む別の用語）を用いるが、それらの用語の使用は図面を参照した発明の
理解を容易にするためであって、それらの用語の意味によって本発明の技術的範囲が制限
されるものではない。また、複数の図面に表れる同一符号の部分は同一の部分又は部材を
示す。
【００１４】
１．実施形態１
　図１は本願発明の実施形態１に係る発光装置１００の平面図である。図２は、発光装置
１００の基板１と金属膜（第１の金属膜）３と低濡れ性領域９の位置関係を示す平面図で
あり、図１に示す発光装置１００から発光素子７を除去した状態の平面図に相当する。
【００１５】
　発光装置１００は、基板１と、基板１の上に形成した金属膜３（「ダイパッド」と呼ば
れることもある）と、金属膜３の上に形成した複数の発光素子７とを含む。発光素子７の
下面には金属膜（第２の金属膜）が形成されている。
　そして、金属膜３と発光素子７の下面の金属膜との間にダイボンド部材を介在させ、ダ
イボンディングを行うことにより発光素子７は、金属膜３に固定されている。
　なお、図１では、発光素子７に電力を供給する配線については、記載を省略した。発光
素子７に電力を供給する配線の例は後述するが、任意の方法で発光素子７に電力を供給し
てよい。
【００１６】
　発光素子７はその形状（平面視した形状）が４角形（好ましくは矩形、より好ましくは
正方形）であり、発光素子７は、それぞれ、その四角形形状の４つ辺の外側に隣接する低
濡れ性領域９を有している。
【００１７】
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　低濡れ性領域９は、発光素子７を金属膜３に固定するのに用いるダイボンド部材に対す
る濡れ性が、金属膜３より低い。このため、ダイボンディング時にセルフアライメントに
より、発光素子７を所定の方向に整列させる。
【００１８】
　発光素子７は、それぞれの４角形形状の１本の対角線が１本の直線Ａ上に整列している
。換言すれば、発光素子は、それぞれの４角形形状の対向する角部（隣り合わない角部）
が１本の直線Ａ上に整列している。
　なお、本願明細書において、対角線が直線Ａ上に整列しているとは、対角線と直線Ａと
に５°以内の角度のずれがある場合も含む概念である。
【００１９】
　このような構成を有することで、発光装置１００は、それぞれの発光素子７の平面視し
た中心を通って延在する直線Ａ（直線Ａは「発光中心線」と呼ばれることもある）に沿っ
た光強度の低下（周期的な低下）を抑制できる。
　図１から判るように、そして図８の発光装置５００と異なり、発光装置１００の直線Ａ
上では、発光素子７同士の間には低濡れ性領域９は形成されていない。このため、直線Ａ
上における発光素子７同士の距離は、発光装置５００の直線Ａ１上における発光素子７同
士の距離よりも容易に短くできる。実際に、図１の発光装置１００における発光素子４同
士の間の距離は、図８の発光装置５００における発光素子７同士の間の距離より短くなっ
ている。
　また、図１から判るように、発光装置１００では、例えば隣り合う発光素子７の角部を
より接近させることにより発光素子７同士の距離をより短くすることが可能である。
　このように、直線Ａ上において、発行素子７が配置されていない部分の距離をより短く
できることから、直線Ａに沿った光強度の変動（周期的な低下）を小さくできる。
【００２０】
　さらに、詳細を後述するが、例えば低濡れ性領域９が、基板１の金属膜３が形成されて
おらず、基板１の表面が露出した部分として形成した場合、すなわち、低濡れ性領域９が
、金属膜３より反射率が低い場合であっても、直線Ａ上に、低濡れ性領域９が形成されて
ないことから、直線Ａに沿った光強度の変動（周期的な低下）を抑制できる。
【００２１】
　次に低濡れ性領域９の詳細を説明する。
　本明細書において、「ダイボンド部材に対する濡れ性が低い」とは、ダイボンド部材に
対する接触角が大きいことを意味する。そして、接触角は、実際に用いるダイボンド部材
の融点＋４０～５０℃において静滴法によって測定した値を指す（詳細は、「溶融マグネ
シウムによる黒鉛のぬれ」、「軽金属」第５５巻、第７号（２００５）ｐ３１０－３１４
を参照されたい）。
　従って、「低濡れ性領域９のダイボンド部材に対する濡れ性が金属膜３よりも低い」と
は、ダイボンド部材の融点より４０～５０℃高い温度において、静滴法によって測定した
ダイボンド部材に対する接触角の値が、金属膜３の方が低濡れ性領域９より小さいことを
意味する。
　低濡れ性領域９のダイボンド部材に対する接触角は、好ましくは、金属膜３のダイボン
ド部材に対する接触角より１０°以上大きく、より好ましくは１０～３０°大きい。
【００２２】
　低濡れ性領域９は、どのような材料または状態によって形成されていてもよい。例えば
、低濡れ性領域９は、金属膜３の上（すなわち、金属膜３を介して基板１の上）に形成さ
れた薄膜等、または基板１の金属膜３の形成されていない部分に設けた（例えば、基板１
の上に直接設けた）薄膜等であってもよいが、金属膜３の下に配置された基板１の一部が
露出することにより配置されていることが好ましい。容易に低濡れ性領域を形成できるか
らである。
【００２３】
　図５（ａ）は、発光装置１００において、発光素子を配置しようとする位置７Ａ（すな
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わち、セルフアライメントにより発光素子７が配置される位置）と低濡れ性領域９との位
置関係を示す平面図である。
　低濡れ性領域９は、発光素子を配置しようとする位置７Ａの四角形の形状（すなわち、
発光素子７の４角形の形状）の４つの辺のそれぞれについて、その外側に少なくとも一部
分が隣接するように配置される。セルフアライメントにより適正な位置に発光素子７を配
置するためである。
【００２４】
　好ましくは、図５（ａ）に示すように低濡れ性領域９の外周の一部が発光素子を配置し
ようとする位置７Ａの４角形形状の辺の少なくとも一部に隣接（重なる場合を含む）する
ことが好ましい。セルフアライメントによる発光素子７の位置決め精度をより高くできる
からである。
　また、発光素子を配置しようとする位置７Ａの４角形形状の４辺の対向する一組の辺の
それぞれに、同一形状の低濡れ性領域９が隣接することが好ましい。また、対向する一組
の辺のそれぞれに配置される、この同一形状の低濡れ性領域９は、発光素子を配置しよう
とする位置７Ａ（すなわち、セルフアライメント後の発光素子７）の４角形形状の中心に
対して点対称になっている、または中心を通る直線に対して線対称になっていることが好
ましい。セルフアライメントによる発光素子７の位置および方向の調整の精度を向上でき
るからである。
　また、発光素子を配置しようとする位置７Ａの４角形形状の４辺に同じ形状の低濡れ性
領域９を配置することも好ましい。
【００２５】
　このような好ましい、低濡れ性領域９の配置は、図１に示す例以外にも数多く存在する
。図５（ｂ）は、好ましい低濡れ性領域の配置の別の例を示す平面図である。
　図５（ｂ）に示す実施形態では、発光素子を配置しようとする位置７Ａの４角形形状、
それぞれについて、その１組の対向する角部（隣り合わない角部）のそれぞれに楔形の低
濡れ性領域９Ａが隣接配置されている。１つの低濡れ性領域９Ａは、発光素子を配置しよ
うとする位置７Ａ（すなわち、セルフアライメント後の発光素子７）の４角形形状の２つ
の辺の外側に隣接している。
　発光素子を配置しようとする位置７Ａに隣接配置される２つの低濡れ性領域９Ａは、発
光素子を配置しようとする位置７Ａの中心に対して点対称となっていることが好ましい。
【００２６】
　図６（ａ）は、好ましい低濡れ性領域の配置の更に別の例を示す平面図であり、図６（
ｂ）は、図６（ａ）に示す低濡れ性領域９Ｂを用いた発光装置１００Ｃの平面図である。
　図６（ａ）に示す実施形態では、基板１の上に、発光素子７を載置するための発光素子
７の平面形状に対応した４角形形状の島状部分を有する金属膜（第１の金属膜）３Ｋが形
成されている。そして、金属膜３Ｋの島状部分は、金属膜３Ｋの基端部分繋げるための幅
の細い部分を有するが、これ以外の部分は、低濡れ性領域９Ｂとして機能する、露出した
基板１の表面により覆われている。
【００２７】
　すなわち、図６（ｂ）からわかるように、発光装置１００Ｃの発光素子７の４角形形状
の４辺全ての外側に隣接する１つの低濡れ性領域９Ｂが配置されている。
　金属膜３Ｋの島状部分は、外周ほぼ全周が低濡れ性領域９Ｂにより取り囲まれているこ
とから、その形状を発光素子７の平面形状と略同一にすることで、セルフアライメントに
よる発光素子７の位置および方向の調整精度をよりいっそう向上できる。
【００２８】
　次に発光素子７に電力を供給する配線の例を示す。
　図３は、発光装置１００Ａの平面図である。
　発光装置１００Ａでは、発光装置１００の金属膜３に代えて、分割された金属膜（第１
の金属膜）３Ｂ、３Ｃ、３Ｄ、３Ｅ、３Ｆを有する。金属膜３Ｂ、３Ｃ、３Ｄ、３Ｅ、３
Ｆのそれぞれに、発光装置１００と同様の低濡れ性領域９が形成されている。金属膜３Ｂ
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、３Ｃ、３Ｄ、３Ｅ、３Ｆのそれぞれに、この低濡れ性領域９により、直線Ａ上に対角線
の１つが整列するように位置おおび方向が調整された発光素子７が載置されている。
【００２９】
　発光装置１００Ａの発光素子７は、その上面に正極または負極の一方の電極を有し、下
面の金属膜（第２の金属膜）を正極または負極の他方として用いている。
　また基板１の上には、発光装置７に電力を供給する電極として使用する、発光素子を載
置していない第３の金属膜３Ａが形成されている。
【００３０】
　そして、図３に示すよう金属膜３Ｂに載置された発光素子７は、金属膜３Ａとボンディ
ングワイヤ１１により電気的に接続されており、また下面の金属膜（電極）を介して金属
膜３Ｂと電気的に接続されている。
　同様に、金属膜３Ｂ～３Ｆに載置された発光素子７も、それぞれ、ボンディングワイヤ
１１により右隣りに位置する金属膜と電気的に接続され、下面の金属膜により載置された
金属膜と電気的に接続されている。
　なお、図３に示す、ボンディングワイヤの配置は、あくまで一例を示すものに過ぎず、
発光素子７の上面に配置するボンディングワイヤ１１の数および位置等の条件は、適宜、
変更してよい。
　また、図３に示した発光素子７では、その上面に形成された電極パターンまで詳細に示
したが、この電極パターンはあくまで一例を示すものに過ぎず、任意の電極パターンを形
成してよい。
【００３１】
　この結果、図３に示す全ての発光素子７が直列に電気的に接続されている。そして、金
属膜３Ａと金属膜３Ｄの一方を正、他方を負として電圧を印加することで発光素子７は発
光する。また発光装置１００Ａは、必要に応じてツェナーダイオード２０を用いてよい。
ツェナーダイオード２０を用いる場合、その４角形状の４辺のそれぞれの外側に隣接する
ように低濡れ性領域２９を配置してもよい。
　さらに、必要に応じて、基板１上に極性マークおよび／またはケース温度ポイントを形
成してよい。
【００３２】
　図４は、発光装置１００Ｂの平面図である。
　発光装置１００Ｂでは、基板１の上に金属膜３が形成され、発光装置１００と同じよう
に低濡れ性領域９が形成され、発光素子７が載置されている。
　また、基板１の上（金属膜３が形成されていない部分）には、発光素子７が載置されて
いない第３の金属膜３Ｈも形成されている。そして、発光装置１００Ｂの発光素子７は、
正極と負極の両方が上面に形成されている。発光装置１００Ｂの発光素子７は、それぞれ
、正極と負極の一方がボンディングワイヤ１１Ａにより第３の金属膜３Ｈと電気的に接続
され、正極と負極の他方がボンディングワイヤ１１Ｂにより金属膜３と電気敵に接続され
ている。
　この結果、図４に示す全ての発光素子７は、並列に接続されている。
【００３３】
　図６（ｂ）に示す、発光装置１００Ｃでも基板１の上には、発光素子７が載置されてい
ない第３の金属膜３Ｊが形成されている。そして、発光装置１００Ｃの発光素子７でも、
正極と負極の両方が上面に形成されている。発光装置１００Ｃの発光素子７は、それぞれ
、正極と負極の一方がボンディングワイヤ１１Ｃにより第３の金属膜３Ｈと電気的に接続
され、正極と負極の他方がボンディングワイヤ１１Ｄにより金属膜３と電気敵に接続され
ている。
　この結果、図６（ｂ）に示す全ての発光素子７は、並列に接続されている。
【００３４】
　以上に説明した発光装置１００，１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃはいずれも必要に応じ
て複数の発光素子７の上部に亘り延在するシリンドリカル凸レンズのような光学部品を有
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してよい。また、必要に応じて、発光素子７の周りに封止樹脂および／または蛍光体を配
置してよい。
【００３５】
　また、発光装置１００，１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃは、以下に例示する方法により
容易に製造できる。
　基板の上に金属膜３（または金属膜３Ｂ～３Ｆ）と低濡れ性領域９（または低濡れ性領
域９Ａ、９Ｂ）と、必要に応じて第３の金属膜３Ａ、３Ｈ、３Ｊを形成する。その後、金
属膜３（または金属膜３Ｂ～３Ｆ）の所定の位置にダイボンド部材と発光素子７とを配置
し、ダイボンド部材を加熱溶融した後凝固させることで、ダイボンディングにより発光素
子７を金属膜３（または金属膜３Ｂ～３Ｆ）に固定する。この際、低濡れ性領域９（また
は低濡れ性領域９Ａ、９Ｂ）が存在することから、上述のようにセルフアライメントが起
こり、それぞれの発光素子７の４角形状の対角線の１つが直線Ａの上に整列する。
【００３６】
　発光装置１００，１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃの構成要素の詳細を以下に示す。
・ダイボンド部材
　ダイボンド部材は、例えば、ＳｎＰｂ系、ＳｎＡｇＣｕ系、ＡｕＳｎ系、ＳｎＺｎ系、
ＳｕＣｕ系等の材料を好適に使用することができる
　ＡｕＳｎ系共晶が好ましい。また、濡れ性又はハンダクラック性を改善する目的で、Ｂ
ｉ、Ｉｎ等を添加してもよい。
【００３７】
・金属膜（第１の金属膜）３、３Ｂ～３Ｆ
　金属膜３、３Ｂ～３Ｆは、特にその材料は限定されないが、発光素子７からの光を反射
して有効に利用するため、発光素子７から発せられる光に対して、例えば、７０％程度以
上、好ましくは８０％程度以上、より好ましくは８５％程度以上、最も好ましくは９０％
程度以上の反射率を有するものが適している。
　金属膜３、３Ｂ～３Ｆは、より確実にセルフアライメント効果を得るため、ダイボンド
部材との接触角が９０°程度以下、好ましくは８０°程度以下、６０°程度以下または４
５°程度以下の材料であることが好ましい。
【００３８】
　また、比較的大きい機械的強度を有する材料、又はエッチング加工等が容易な材料が好
ましい。例えば、Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｄ等の単層膜又は積層膜により形成することがで
きる。金属膜３（または３Ｂ～３Ｆ）を基板１上に形成するために公知の方法、例えば、
蒸着、スパッタ法、メッキ法等、種々の方法を利用することができる。
　また、金属膜（第３の金属膜）３Ａ、３Ｈ、３Ｊも金属膜３、３Ｂ～３Ｆと同じ材料お
よび／または同じ方法により形成できる。
【００３９】
・発光素子７の底面に形成した金属膜（第２金属膜）
　発光素子の底面（発光素子のダイボンド面）には、全面又は一部において、金属膜が形
成されている。発光素子７の底面全面に形成されていることが好ましい。これにより、発
光素子側の濡れ性が高まるため、セルフアライメント効果を効率的に発揮させることがで
きる。発光素子７の底面に形成した金属膜は、発光素子７から発せられる光に対して好ま
しくは７０％以上、より好ましくは８０％以上の反射率を有する。この金属膜は発光素子
７の電極として機能してもよい。
【００４０】
　発光素子７の底面に形成した金属膜は、例えば、Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｄ等の単層膜又
は積層膜により形成することができる。金属膜の成膜方法は、公知の方法、例えば、蒸着
、スパッタ法、メッキ法等、種々の方法を利用することができる。また、発光素子７の底
面に形成した金属膜は、ダイボンド部材との接触角が好ましくは９０°程度以下、より好
ましくは８０°程度以下、より更に好ましくは６０°程度以下、最も好ましくは４５°程
度以下であることが好ましい。
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【００４１】
・基板１
　基板１は、発光素子７を載置し、固定するための基板であり、絶縁性を確保するために
適切な材料で形成されていることが好ましい。具体的には、Ａｌ２Ｏ３、ＡｌＮ等のセラ
ミック、高融点ナイロン等のプラスチック、ガラス等を例示できる。なかでも、ダイボン
ド部材との接触角が９０°を超える材料であることが適しており、さらに、１００°、１
０５°または１１０°以上の材料であることがより好ましい。このような材料を選択する
ことにより、発光素子７のダイボンディング時におけるダイボンド部材のセルフアライメ
ント効果をより顕著に発現させることができる。
【００４２】
２．実施形態２
　図７（ａ）は、本発明の実施形態２に係る、低濡れ性領域９の配置を示す平面図であり
、図７（ｂ）は、図７（ａ）に示す低濡れ性領域９を用いた発光装置１００Ｄの平面図で
ある。
　以下の説明では、実施形態２が実施形態１と異なる部分を説明する。特に断りがない限
りは実施形態１で説明した構成を実施形態２において用いてよい。
【００４３】
　発光装置１００Ｄでは、複数の発光素子７（図７（ｂ）では３個の）のそれぞれの４角
形形状の対角線の１つが直線Ａ上に整列していることに加えて、別の複数の発光素子７の
それぞれの４角形形状の対角線の１つが別の直線Ｂ上に整列している。
　同様に、直線Ｃ、Ｄ、Ｅのそれぞれの線上にも、複数の発光素子７のそれぞれの４角形
状の１つの対角線が整列している。
【００４４】
　これにより発光装置１００Ｄでは、複数本のライン光源を提供できる。
　このような直線Ａ～Ｅの複数のライン光源を形成する発光素子７をセルフアライメント
により所定の位置および向きに配置するように、図７（ａ）に示す低濡れ性領域９が配置
されている。
　図７（ａ）の低濡れ性領域９の配置は、図５（ａ）に示す低濡れ性領域９の配置（正確
には、１つの直線上に整列する発光素子７の数を５個から３個に変更した配置）を単純に
直線Ａ～Ｅの数である５つ縦に並べたものとは異なる。
【００４５】
　図７（ｂ）に示すように、低濡れ性領域９の中には、直線Ａ～Ｅの中の１つの直線上に
整列している発光素子７の４角形形状の１辺の外側に隣接する低濡れ性領域９Ｄと、直線
Ａ～Ｅの中の１つの直線上に整列している発光素子７の４角形形状の１辺の外側に隣接す
ると共に他の直線（当該１つの直線と隣合う直線）上にしている発光素子７の４角形形状
の１辺の外側にも隣接する低濡れ性領域９Ｅとがある。
【００４６】
　低濡れ性領域９Ｅは、異なる直線上整列する２つの発光素子７のセルフアライメントに
寄与することから、２つの発光素子それぞれのために別々の低濡れ性領域を形成するより
も基板１上に形成する低濡れ性領域９の数および総面積（基板１上に形成される全ての低
濡れ性領域９の面積の和）を減少できる。
　これにより、より多くの発光素子７を同じ面積の基板１上に配置できるため、より強力
なライン光源を供給できる。
【００４７】
３．実施形態３
　図９は、本発明の実施形態３に係る発光装置１００Eの平面図である。
　以下の説明では、実施形態３が実施形態１および２と異なる部分を中心に説明する。特
に断りがない限りは実施形態１または実施形態２で説明した構成を実施形態３において用
いてよい。
　発光装置１００Ｅでは、発光装置１００と同じく、発光素子７は、それぞれの４角形形
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状の１本の対角線が１本の直線Ａ上に整列している（換言すれば、発光素子７は、それぞ
れの４角形形状の１組の対向する角部（隣り合わない角部）が１本の直線Ａ上に整列して
いる）。
　また、発光装置１００Ｅでは、発光装置１００と同じ形態の低濡れ性領域９が形成され
ている。
【００４８】
　発光装置１００Ｅでは、整列した複数の発光素子７は、それぞれ、一定間隔で配置され
ている。そして、整列した複数の発光素子７のうち一方の端部に位置する発光素子７と基
板１の端部との間の距離および整列した複数の発光素子７のうち他方の端部に位置する発
光装置７と基板１の端部との間の距離の少なくとも一方、好ましくは両方が発光素子７の
間隔（上述の一定間隔）の半分以下である。
【００４９】
　図９示す配置を例として、より詳細に説明する。発光装置１００Ｅでは、複数の発光素
子７は、それぞれ、一定間隔ｄ１でその４角形形状の１本の対角線が直線Ａ上に並ぶよう
に整列配置されている。整列している複数の発光素子７のうち、左側の端部（一方の端部
）に位置する発光素子７ｂと基板１の端部（図９では基板１の左側端部（左側面））との
間は距離ＤＬだけ離れている。また、右側の端部（他方の端部）に位置する発光素子７ｃ
と基板１の端部（図９では基板１の右側端部（右側面））との間は距離ＤＲだけ離れてい
る。
　そして、距離ＤＬおよび距離ＤＲの少なくとも一方は、間隔ｄ１の２分の１以下となっ
ている。好ましくは距離ＤＬおよび距離ＤＲの両方が、間隔ｄ１の２分の１以下となって
いる
　すなわち、発光装置１００Ｅでは、下記の（１）式と（２）式の少なくとも一方を満足
し、好ましくは（１）式と（２）式の両方を満足する。
【００５０】
　　　　　　　ＤＬ≦ｄ１／２　　　（１）
　　　　　　　ＤＲ≦ｄ１／２　　　（２）
【００５１】
　なお、本明細書において２つの要素間の「距離」および「間隔」とは、図９（および詳
細を後述する図１０～１２）に図示するように基板に垂直な方向な方向からの平面視にお
いて、２つの要素の最も接近した部分の長さを意味する。
【００５２】
　（１）式と（２）式の一方を満たすことにより、２つの発光装置１００Ｅをそれぞれの
発光装置１００Ｅが有する複数の発光素子７それぞれの１つの対角線が同じ直線上に整列
するように配置した場合（すなわち、２つの発光装置の直線Ａが同一直線上になるように
配置した場合）、２つの発光装置１００Ｅの境界を挟んで隣接する発光素子７の間の距離
をｄ１またはそれよりも小さくすることができる。
　例えば、発光装置１００Ｅが（１）式を満足し、（２）式を満足しない場合、一方の発
光装置１００Ｅの発光素子７ｂと他方の発光装置１００Ｅの発光素子７ｂとが隣り合う（
すなわち、２の発光装置１００Ｅのうち１つは図９の配置であり、別の１つは図９の配置
に対して上下が反転するように図の紙面に垂直な軸の周りに１８０°回転させた配置とな
る）ように配置することで、２つの発光素子７ｂの間の距離をｄ１またはそれよりも小さ
くすることができる。
【００５３】
　この結果、２つの発光装置１００Ｅを並べて、より多くの発光素子がより長い距離に亘
り整列している、整列方向の光強度の変動が少ない発光装置を得ることができる。
【００５４】
　さらに、発光装置１００Ｅが（１）式と（２）式の両方を満足する場合は、２つまたは
それ以上の発光装置１００Ｅをそれぞれの発光装置１００Ｅが有する複数の発光素子７そ
れぞれの１つの対角線が同じ直線上に整列するように配置することにより（すなわち、複
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数の発光装置１００Ｅの直線Ａが同一直線上になるように配置した場合）、発光装置１０
０Ｅ間の境界を挟んで隣接する発光素子７の間の距離をｄ１またはそれよりも小さくする
ことができる。
　この場合、例えば、１つの発光装置１００Ｅの発光素子７ｂと別の発光装置１００Ｅの
発光素子７ｃとが隣り合う（すなわち、２の発光装置１００Ｅは図９に示した配置でよい
）ように配置することで発光素子７ｂと発光素子７ｃの間の距離をｄ１またはそれよりも
小さくすることができる。さらに必要に応じてこれを繰り返す（すなわち、当該別の発光
装置１００Ｅの発光素子７ｂと更に別の発光素子１００Ｅの発光素子７ｃとを隣り合うよ
うに配置するように、次々と発光素子１００Ｅを並べる）ことにより、３つ以上の発光装
置１００Ｅの間で隣り合う発光装置１００Ｅの境界を挟んで隣接する発光素子７の間（発
光素子７ｂと発光素子７ｃの間）の距離をｄ１またはそれよりも小さくすることができる
。
【００５５】
　この結果、２つまたはそれ以上の発光装置１００Ｅを並べて、より多くの発光素子がよ
り長い距離に亘り整列している、整列方向の光強度の変動が少ない発光装置を得ることが
できる。
【００５６】
　なお、発光装置１００Ｅが図９に示す平面図において、基板１の外周、とりわけ、基板
１の左側面および右側面を覆う筐体を有する場合、複数の発光素子７のうち、一方の端部
に位置する発光素子７ｂと筐体の端部との間の距離および他方の端部に位置する発光素子
７ｃと筐体の端部との間の距離の少なくとも一方が、発光素子７の間隔（間隔ｄ１）の半
分以下であることが好ましく、一方の端部に位置する発光素子７ｂと筐体の端部との間の
距離および他方の端部に位置する発光装置７ｃと筐体の端部との間の距離の両方が発光素
子７の間隔の半分以下であることがより好ましい。
　筐体を有したままで本実施形態の効果を得ることができるからである。
【００５７】
・変形例１
　図１０は、実施形態３の変形例１に係る発光装置１００Ｆの平面図である。
　発光装置１００Ｆでは、低濡れ性領域９を有しない点が発光装置１００Ｅと異なる。発
光装置１００Ｆのこれ以外の構成は発光装置１００Ｅと同じであってよい。
　低濡れ性領域を有しないことから、セルフアライメントにより発光素子７を所定の位置
に配置することは困難である。
　しかし、例えば、ダイボンディングの際に治具を用いて発光素子７を固定することによ
り基板１と発光素子７の位置合わせを行う等の方法により、それぞれの発光素子７を基板
１上の所定の位置に配置することができる。
　従って、発光装置１００Ｆにおいても発光装置１００Ｅと同じの効果を得ることができ
る。
【００５８】
・変形例２
　図１１は、実施形態３の変形例２に係る発光装置１００Ｇの平面図である。
　発光装置１００Ｇでは、実施形態２に係る発光装置１００Ｄと同様に、複数の発光素子
７（図１１では３個の発光素子７）のそれぞれの４角形形状の対角線の１つが直線Ａ上に
整列していることに加えて、別の複数の発光素子７（図１１では３個の発光素子７）のそ
れぞれの４角形形状の対角線の１つが別の直線Ｂ上に整列している。
　同様に、直線Ｃ、Ｄ、Ｅのそれぞれの線上にも、複数の発光素子７のそれぞれの４角形
状の１つの対角線が整列しており、これにより複数本のライン光源を提供でき、発光装置
１００Ｄと同じ効果を得ることができる。
【００５９】
　発光装置１００Ｇでは、整列した複数の発光素子７は、それぞれ、一定間隔で配置され
ている。そして、これらの複数本のラインの少なくとも１つ以上において、複数の発光素
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子７のうち、一方の端部に位置する発光素子７と基板１の端部との間の距離および他方の
端部に位置する発光装置７と基板１の端部との間の距離の一方が発光素子の間隔（上述の
一定間隔）の半分以下となっている。
【００６０】
　例えば、図１１に示す実施形態では、直線（列）Ａ、ＣおよびＥのそれぞれの上にその
対角線の１つが整列している複数の発光素子７のうち、左側の端部（一方の端部）に位置
するそれぞれの発光素子７ｂと基板１の端部（図１１では基板１の左側端部（左側面））
との間は距離ＤＬだけ離れている。また、直線ＢおよびＤのそれぞれの上にその対角線の
１つが整列している複数の発光素子７のうち、右側の端部（他方の端部）に位置するそれ
ぞれの発光素子７ｃと基板１の端部（図１１では基板１の右側端部（右側面））との間は
距離ＤＲだけ離れている。
　そして、ｉ）距離ＤＬが（１）式を満足すること、および　ｉｉ）距離ＤＲが（２）式
を満足することの少なくとも一方、好ましくは両方が満たされる。
【００６１】
　このような構成を有する発光装置１００Ｇを２つ並べることにより、直線Ａ、Ｃおよび
Ｅにおいて、または直線ＢおよびＤにおいて、２つの発光装置１００の境界を挟んで隣接
する発光素子７の間の距離をｄ１またはそれよりも小さくすることができる。
　この結果、２つの発光装置１００Ｇを並べて、より多くの発光素子７がより長い距離に
亘り整列している、整列方向の光強度の変動が少ない発光装置を得ることができる。
【００６２】
・変形例３
　図１２は、実施形態３の変形例３に係る発光装置１００Ｈの平面図である。
　発光装置１００Ｈでは、複数の発光素子７のそれぞれの４角形形状の対角線の１つが直
線Ａ上に整列し、また別の複数の発光素子７のそれぞれの４角形形状の対角線の１つが同
様に直線Ｂ～Ｅ上に整列している点は上述の発光装置１００Ｇと同じである。
【００６３】
　しかし、１つの直線上に整列している発光素子７の数が、直線Ａではｎ＋１（図１２で
は４）、直線Ｂではｎ（図１２では３）、直線Ｃではｎ＋１、直線Ｄではｎ、直線Ｅでは
ｎ＋１（ｎは２以上の整数）と、ｎ＋１個とこれより１つ少ないｎ個とが交互になってい
る。
　発光素子７がｎ＋１個である直線上（図１２の直線Ａ、ＣおよびＥ上）では整列した複
数の発光素子７のうち、左側の端部（一方の端部）に位置する発光素子７ｂと基板１の端
部（図１２では基板１の左側端部（左側面））との間は距離ＤＬだけ離れており、右側の
端部（他方の端部）に位置する発光素子７ｃと基板１の端部（図１２では基板１の右側端
部（右側面））との間は距離ＤＲだけ離れている。
　そして、距離ＤＬおよび距離ＤＲの少なくとも一方は、間隔ｄ１の２分の１以下となっ
ている。好ましくは距離ＤＬおよび距離ＤＲの両方が、発光素子７同士の間隔ｄ１の２分
の１以下となっている
　すなわち、発光装置１００Ｈでは、（１）式と（２）式の少なくとも一方を満足し、好
ましくは（１）式と（２）式の両方を満足する。
【００６４】
　この結果、２つの発光装置１００Ｈを並べることにより、直線Ａ、ＣおよびＥ上におい
て、発光装置１００Ｈ同士の間の境界を挟んで配置された発光素子７の距離をｄ１以下に
できることから、より多くの発光素子がより長い距離に亘り整列している、整列方向の光
強度の変動が少ない発光装置を得ることができる。
【００６５】
　さらに、発光装置１００Ｈが（１）式と（２）式の両方を満足する場合は、３つ以上の
発光装置１００Ｈを並べることにより、直線Ａ、ＣおよびＥ上において、発光装置１００
Ｈ同士の間の境界を挟んで配置された発光素子７の距離をｄ１以下にできることから、更
により多くの発光素子が更により長い距離に亘り整列している、整列方向の光強度の変動
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が少ない発光装置を得ることができる。
【００６６】
　なお、図１１および図１２に示す実施形態では、低濡れ性領域９を設けることでセルフ
アライメントにより発光素子７を基板１上の所定の位置に固定している。しかし、これに
限定されるものではなく、発光装置１００Ｆと同じく、低濡れ性領域９を用いずに発光素
子７を基板１上の所定の位置に配置してもよい。
【符号の説明】
【００６７】
　　１　基板
　　３、３Ｂ、３Ｃ、３Ｄ、３Ｅ、３Ｆ　金属膜（第１の金属膜）
　　３Ａ、３Ｈ、３Ｊ　金属膜（第３の金属膜）
　　７　発光素子
　　７ｂ、７ｃ　整列した複数の発光素子のうち、端部に位置する発光素子
　　７Ａ　発光素子を配置しようとする位置
　　９、９Ａ、９Ｂ、９Ｄ、９Ｅ　低濡れ性領域
　　１１、１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄ　ボンディングワイヤ
１００、１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ、１００Ｆ、１００Ｇ、　
発光装置

【図１】

【図２】

【図３】
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